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技術相談 

提供可能技術： 

・観測センサー

・AI 利用

・鳥獣害対策

リモートセンシング分野では、人工衛星やドローン、UAV など一度に広範囲を観測

できる人の手間がかからないプラットフォームの利用が一般的である。一方、地上

における観測では、測定器の運搬や設置、観測等を人間が行っている。 

本研究では、ロボットや自動運転等の技術を利用した、自律型観測プラットフォ

ームの開発を行い、地上での観測における労力軽減を目指す。活用技術として

は、ROS (Robot Operating System) や GPS-RTK、２D レーザー距離計を用いてい

る。自律型観測プラットフォームについては、近年低価格化している様々なセンサ

ーを容易に搭載・利用できるよう汎用性を持たせることで、幅広い観測ミッションへ

の対応が可能である。 

プラットフォームに搭載する GPS-RTK と各種センサー 


